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令和６年度 各会計の決算状況
【歳入】

【歳出】

会計名 決算額 対前年度比
一般会計 1135億4464万円 ▲ 0.5
特別会計（13会計） 434億9679万円 3.0
企業会計（４会計） 289億2671万円 ▲ 0.7

合計 1859億6814万円 0.2

会計名 決算額 対前年度比
一般会計 1113億7798万円 0.0
特別会計（13会計） 423億7908万円 2.4
企業会計（４会計） 345億4915万円 1.1

合計 1883億0621万円 0.8

市民税
固定資産税など
238億1673万円

(21.0%)

市民税
固定資産税など
238億1673万円

(21.0%)

貸付金収入など
212億9870万円

(18.8%)

貸付金収入など
212億9870万円

(18.8%)地方交付税
264億9521万円

(23.3%)

地方交付税
264億9521万円

(23.3%)

国や県からの
補助金など
268億3274万円

(23.6%)

国や県からの
補助金など
268億3274万円

(23.6%)

市の借金
59億7270万円

(5.3%)

市の借金
59億7270万円

(5.3%)

譲与税・交付金
76億8972万円

(6.7%)

譲与税・交付金
76億8972万円

(6.7%)

住民票証明手数料、
施設使用料など
10億2458万円

(0.9%)

住民票証明手数料、
施設使用料など
10億2458万円

(0.9%)

保育園や健診などの
負担金

4億1426万円
(0.4%)

保育園や健診などの
負担金

4億1426万円
(0.4%)

自主財源
(41.1%)
自主財源
(41.1%)

依存財源
(58.9%)
依存財源
(58.9%)

物件費
光熱水費、印刷代など
147億5823万円

(13.2%)

物件費
光熱水費、印刷代など
147億5823万円

(13.2%)
災害復旧事業費
復旧工事請負費など
24億1162万円 

(2.2%)

災害復旧事業費
復旧工事請負費など
24億1162万円 

(2.2%)

人件費
職員費、退職手当など
138億5821万円

(12.4%) 

人件費
職員費、退職手当など
138億5821万円

(12.4%) 
公債費
借金の返済

97億7343万円
(8.8%)

公債費
借金の返済

97億7343万円
(8.8%)

扶助費
児童手当、

医療費補助など
249億6203万円

(22.4%)

扶助費
児童手当、

医療費補助など
249億6203万円

(22.4%)

普通建設事業費
道路や市営住宅の

整備など
66億955万円

(5.9%)

普通建設事業費
道路や市営住宅の

整備など
66億955万円

(5.9%)

補助費等
補助金など

152億5724万円
(13.7%)

補助費等
補助金など

152億5724万円
(13.7%)

維持補修費
施設の修繕費など
16億2644万円

(1.5%)

繰出金
特別会計への
繰出金

73億7595万円
(6.6%)

繰出金
特別会計への
繰出金

73億7595万円
(6.6%)

貸付金等
積立金、貸付金
147億4528万円

(13.3%)

貸付金等
積立金、貸付金
147億4528万円

(13.3%)

義務的経費
(43.6%)

義務的経費
(43.6%)

投資的経費
(8.1%)

投資的経費
(8.1%)

消費的経費
(28.4%)

消費的経費
(28.4%)

その他の経費
(19.9%)

その他の経費
(19.9%)

令和６年度 一般会計の歳入構成状況 令和６年度 一般会計の歳出性質別決算状況

決算審査特別委員会報告に関する令和６年度の事業概要

会計、企業会計の決算を認定会計、企業会計の決算を認定

　９月定例会では、決算審査特別委員会（議会選
出の監査委員を除く全議員で構成）を設置し、令
和６年度予算が正しく使われたかどうか詳細な審
査を行いました。
　10月６日に委員長が審査結果（P３）を報告し、
本議会において３議案を全会一致、２議案を賛成
多数で原案可決及び認定しました。

令和６年度決算　

【概要】�　物価高騰の影響を受ける市内飲食店等で使用できるクー
ポンを発行し、市民・来訪者等の消費意欲を高め、販売促
進による地域経済の活性化を図る。

【実績】�・市公式ＬＩＮＥを活用した市内飲食店及び移動販売車に
て使用できるプレミアムクーポンの発行

　　　発行件数：3,442件　　利用金額：461万円 
　　　決算額　2,592万円

地産地消！地域応援クーポン事業費

【概要】�　地域の協力のもと民生児童委員の委嘱等に関する手続、活
動・研修等経費の支援などを行い、地域福祉の増進に資する。

【実績】�　民生委員推薦会等の運営、民生児童委員の委嘱等手続、全
国民生児童委員大会の参加に係る経費の補助など。

　　　決算額　3,235万円

民生委員事業費

【概要】�　農業研修生や農業後継者の確保及び円滑な就農のための
支援を行う。

【実績】
　とっとり農業体験事業の実施
　　・農業体験者の受入　　　　　　２人
　親元就農研修への支援の実施　　　２人
　決算額　1,661万円

新規就農推進事業費

【事業名と決算額】
　・バス代替タクシー運賃補助金(決算額 3,192万円)
　・市町村有償運送事業費(決算額 5,118万円)
　・地域主体型生活交通確保支援事業費(決算額 4,426万円)
　・未来型地域交通連携確保事業費(決算額 8,010万円)
　・共創型交通モデル事業費(決算額 2,452万円)
　・100円循環バス運行費負担金(決算額 9,759万円)

生活交通確保対策事業費
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決算審査特別委員会報告　（委員長　西村　紳一郎　　副委員長　浅野　博文）

◆�地産地消！地域応援クーポン事業費について
　国の物価高騰対応臨時交付金を活用し、繰越事業として令和６年度に実施されたが、
予算の執行率が低かった事業である。その理由として、ポスター写真のＳＮＳ投稿を
クーポン入手の条件としたことが敬遠されたこと、クーポンが利用できる金額が少人
数では難しい設定だったという説明があった。そして、令和７年度に取り組まれてい
るクーポン事業では、入手及び使用する際の条件を変更し、既に予定数を配布完了し
たとのことで、本事業の結果が生かされていることは確認したところである。
　本事業を広報室が行ったのは、シティプロモーションに狙いがあったとのことであ
るが、クーポン事業そのものには消費喚起、地域経済活性化につながる効果がある。
今後、取り組まれる際には予算が最大限活用され、事業設計をするよう求める。

◆�民生委員事業費について
　民生委員の主な活動には、住民の実態とニーズの把握、社会福祉制度やサービスの情報提供、サービスが受けられ
るように関係機関等と連絡・通報する等があるが、本市においては欠員が生じており、他の民生委員が見守り支援の
カバーをするなど大変な状況にあるとのことである。また、民生委員法に基づき民生委員には報酬はなく、年間の活
動費の実費弁償として６万200円が支給されている。
　国に交付税算定の基準を見直すよう要望する必要があるとのことだが、国に強く要望するだけではなく、県内でも
活動費の実費弁償に上乗せして支給している町村もあることから、中山間地域を多く抱える本市において、活動費の
追加支給や処遇改善についても検討するよう求める。

◆�新規就農推進事業費について
　本事業では、農業研修生や農業後継者の確保及び円滑な就農のための支援を行うことを目的としており、人材獲得
のために東京や大阪など県外の農業フェアに出向いてＰＲをしていることを確認した。
　令和６年度は、農業研修生や新規就農希望者の確保ができているとのことだが、今後も継続的に人材を確保してい
くためには就農へのハードルを下げることが重要であり、農業を副業としてアプローチしていくことや、営農支援に
ノウハウのある団体と連携を求める意見が出された。
　今後もより多くの人材を確保し、円滑な就農につながるよう支援を継続するよう求める。

◆�生活交通確保対策事業費について
　本事業費には、地域主体型生活交通確保支援事業費や、未来型地域交通連携確保事業費等が含まれ、これら事業の
実施により、持続可能で利便性の高い生活交通の実現を目指している。
　しかしながら、生活交通を確保する手段は、路線バス、共助交通、市有償バス、乗合タクシー等、様々存在しており、
二重投資的な側面もあることから、合理的な手段を選ぶ必要がある。
　ついては、運転手の確保の有無や地域内の公共交通の実態を踏まえ、地域住民の声を聴きながら、地域の実情にあっ
た持続可能で利便性の高い交通手段を確保し、交通空白地域の解消に取り組むよう求める。
　あわせて、高齢化の進展に伴い、自家用車を手放される方の増加が見込まれる中、住民同士の支え合いである共助
交通の維持と充実が図られるよう求める。

委員長報告を行う
西村委員長

令和６年度決算を認定しました！令和６年度決算を認定しました！
　一般会計（歳入1135億4464万円　 歳出1113億7798万円）、　一般会計（歳入1135億4464万円　 歳出1113億7798万円）、特別特別

　決算審査特別委員会報告
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問 

現
在
、
浜
坂
小
学
校

体
育
館
を
モ
デ
ル
に
空
調

整
備
が
進
む
中
、
市
内

全
て
の
学
校
の
体
育
館
整

備
ま
で
に
は
時
間
を
要
す

る
。
猛
暑
日
が
続
く
中
、

体
育
授
業
に
支
障
が
出
て

い
る
。
他
自
治
体
で
は
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
活

用
し
て
い
る
学
校
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
本
市
で

も
非
常
時
等
の
活
用
を
視

野
に
、
暫
定
的
な
暑
さ
対

策
と
し
て
、
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
の
配
備
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

を
問
う
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
の
学

校
体
育
館
へ
の
空
調
整
備

に
つ
い
て
は
、
国
の
令
和

６
年
度
補
正
予
算
に
お
い

て
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た

「
空
調
設
備
整
備
臨
時
特

例
交
付
金
」
を
活
用
し
、

ま
ず
は
、
効
果
的
な
空
調

方
式
や
断
熱
対
策
等
の
知

見
を
得
る
「
先
行
モ
デ
ル

事
業
」
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ

の
取
組
の
中
で
、
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
も
含
め
、
最

も
有
効
な
手
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

水
口
　
　
誠
（
公
明
党
）

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問 

本
市
を
含
め
た
鳥
取

県
東
部
医
療
圏
の
地
域

医
療
構
想
を
考
え
る
上
で

「
地
域
医
療
連
携
推
進
法

人
制
度
」
は
と
て
も
参
考

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
現

在
、
本
市
は
大
変
厳
し

い
医
療
環
境
に
あ
り
、
２

０
４
０
年
を
、
さ
ら
に
は

２
０
４
０
年
以
降
を
見
据

え
て
東
部
医
療
圏
域
の
医

療
体
制
を
確
保
す
る
た
め

に
、
今
か
ら
議
論
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が

行
わ
れ
て
い
く
の
か
市
長

に
問
う
。

答 

（
市
長
）
今
後
の
「
持

続
可
能
な
地
域
医
療
」
の

構
築
に
つ
い
て
は
、
策
定

が
予
定
さ
れ
て
い
る
新
た

な
地
域
医
療
構
想
の
検
討

の
中
で
、
議
論
が
進
む
も

の
と
考
え
る
。
新
た
な
地

域
医
療
構
想
は
、
高
齢
者

人
口
の
割
合
が
ピ
ー
ク
に

達
す
る
２
０
４
０
年
頃
、

ま
た
２
０
４
０
年
以
降

に
向
け
て
、
医
療
・
介
護

の
複
合
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る

高
齢
者
の
増
加
や
人
材
確

保
の
制
約
を
見
据
え
、
入

院
医
療
だ
け
で
な
く
、
外

来
・
在
宅
医
療
、
介
護
と

の
連
携
を
含
む
医
療
提
供

体
制
全
体
の
課
題
解
決
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。 　
　

　

地
域
医
療
構
想
に
つ
い

て
は
、
病
床
の
削
減
や
統

廃
合
あ
り
き
で
は
な
く
、

各
都
道
府
県
が
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
て
取
組
を
進

め
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ

り
、
鳥
取
県
東
部
保
健
医

療
圏
に
お
い
て
も
、
圏
域

の
各
病
院
、
医
療
関
係
機

関
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

構
想
の
策
定
主
体
で
あ
る

鳥
取
県
と
と
も
に
、
今
後

の
中
長
期
的
な
人
口
構
造

や
圏
域
の
医
療
・
介
護
の

ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
医
療

機
関
の
役
割
分
担
や
連
携

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

浅
野
　
博
文
（
公
明
党
）

持
続
可
能
な
地
域
医
療

に
つ
い
て

問 

今
年
は
、
広
島
、
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て

80
年
に
な
る
。
し
か
し
、

地
球
上
の
戦
争
は
止
ま

ず
、
核
保
有
国
の
横
暴
な

振
る
舞
い
が
世
界
の
危

機
を
招
い
て
い
る
。
核
兵

器
が
使
わ
れ
れ
ば
何
が
起

き
る
か
、
被
爆
者
が
身
を

も
っ
て
語
っ
て
き
た
。
日

本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名
・
批
准
す
べ
き
だ
が
、

市
長
の
見
解
を
問
う
。

答 

（
市
長
） 

核
兵
器
禁
止

条
約
は
、
核
不
拡
散
に
留

ま
ら
ず
、
核
兵
器
の
保
有

や
使
用
、
さ
ら
に
使
用
す

る
と
い
う
威
嚇
も
禁
止
し

た
初
め
て
の
国
際
条
約
で

あ
り
、「
核
兵
器
な
き
世

界
へ
の
大
き
な
一
歩
」
に

な
る
意
義
あ
る
条
約
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署

名
・
批
准
に
対
す
る
日
本

政
府
の
姿
勢
に
つ
い
て
、

国
内
で
様
々
な
意
見
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
、日
本
政
府
に
は
、

条
約
が
目
指
す
核
兵
器
廃

絶
と
い
う
目
標
を
共
有
の

上
、
核
保
有
国
と
条
約
支

持
国
を
含
む
国
際
社
会
と

の
橋
渡
し
役
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

岩
永
　
安
子
（
日
本
共
産
党
）

核
兵
器
禁
止
条
約
に

日
本
政
府
は
署
名
・
批
准
を
！

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　 一般質問（各個質問）　
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問 

中
学
校
部
活
動
を
取

り
巻
く
課
題
は
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
お
り
、
少

子
化
や
学
校
の
多
忙
化
に

よ
る
運
営
体
制
維
持
の
問

題
等
、
大
き
な
課
題
が
生

じ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
、
持
続
可
能
な
部
活

動
と
学
校
の
働
き
方
改
革

の
両
立
を
目
指
し
、
多
方

面
で
協
議
が
重
ね
ら
れ
、

「
令
和
９
年
度
か
ら
休
日

の
部
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ

に
移
行
す
る
」
旨
の
方
針

に
至
っ
て
い
る
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答 

（
教
育
長
）
令
和
９
年

度
か
ら
の
休
日
の
部
活
動

の
完
全
移
行
に
向
け
、
令

和
７
年
度
は
、
休
日
に
指

導
可
能
な
指
導
者
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
部
活
動

指
導
員
や
外
部
指
導
者

に
よ
る
休
日
の
指
導
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
あ
わ
せ
て
、
休
日
の

部
活
動
の
地
域
移
行
が
可

能
な
ク
ラ
ブ
の
認
定
方
法

や
、
認
定
を
受
け
た
地
域

ク
ラ
ブ
の
活
動
へ
の
支
援

策
等
も
市
教
育
委
員
会
の

中
で
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
認
定
を
受
け
た
地

域
ク
ラ
ブ
が
遵
守
す
べ
き

内
容
等
を
明
記
し
た
市
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

も
、
鳥
取
市
部
活
動
改
革

委
員
会
で
協
議
い
た
だ
く

予
定
と
し
て
い
る
。

問 

本
市
の
経
済
は
多
く

の
企
業
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。
中
小
企
業
を
は
じ
め

と
す
る
本
市
の
企
業
に
対

す
る
支
援
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
将
来
に
向
け

て
本
市
の
持
続
・
発
展
を

図
る
う
え
で
、
地
域
経
済

を
支
え
る
企
業
活
動
の
活

性
化
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
も
中
小
企
業
を
中
心
に

様
々
な
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
具
体
的
に
は
、

①
工
場
や
設
備
の
新
増
設

に
要
す
る
経
費
の
補
助
、

②
県
と
の
協
調
に
よ
る
低

利
な
融
資
制
度
の
運
用
お

よ
び
利
子
補
給
、
③
人
材

確
保
・
育
成
に
要
す
る
経

費
の
補
助
、
④
製
造
業
者

に
よ
る
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ

設
備
の
導
入
に
要
す
る
経

費
の
補
助
、
⑤
事
業
承
継

に
要
す
る
経
費
の
補
助
な

ど
の
取
組
を
展
開
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

地
元
企
業
に
お
い
て

は
、
人
件
費
や
原
材
料
費

の
高
騰
が
続
く
中
で
、
ま

た
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
等
に

よ
り
景
気
の
先
行
き
が
見

通
し
づ
ら
い
中
で
、
い
か

に
生
産
性
を
上
げ
て
利
益

を
確
保
し
て
い
く
の
か
、

苦
心
さ
れ
て
い
る
企
業
も

多
い
と
考
え
て
い
る
。
引

き
続
き
、
地
元
企
業
に
対

す
る
各
種
支
援
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

問 

市
長
は
、
２
０
１
４

年
初
当
選
以
来
、
３
期
に

わ
た
っ
て
市
政
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
政
策
公
約
に

つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

概
念
を
鳥
取
市
の
発
展
と

位
置
づ
け
、「
い
つ
ま
で

も
暮
ら
し
た
い
、
誰
も
が

暮
ら
し
た
く
な
る
、
自
信

と
誇
り
・
夢
と
希
望
に
満

ち
た
鳥
取
市
」
と
描
き
、

４
つ
の
公
約
の
柱
を
立
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
残
り

任
期
が
半
年
と
な
っ
た

今
、
政
策
公
約
の
進
捗
状

況
、
取
組
の
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
政
策
公
約
の

51
の
施
策
の
う
ち
、「
達

成
ま
た
は
達
成
め
ど
あ

り
」
が
24
施
策
、「
着
実

に
推
進
」
が
27
施
策
で
お

お
む
ね
順
調
に
進
捗
し
て

い
る
。

　

主
な
成
果
と
し
て
、

「
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
タ
ー

の
創
設
」、「
脱
炭
素
先
行

地
域
の
取
組
」、「
防
災
ア

プ
リ
の
導
入
」、「
100
円
循

環
バ
ス
く
る
梨
へ
の
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
」、

「
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証

運
行
」、「
市
役
所
旧
本
庁

舎
跡
地
の
防
災
機
能
を
備

え
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
推
進
」、「
最
高
級

ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
誘
致

決
定
」
な
ど
の
施
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　

一
方
、
今
後
の
主
な
課

題
は
、「
脱
炭
素
先
行
地

域
の
取
組
の
加
速
化
」、

「
鳥
取
駅
周
辺
再
整
備
の

着
実
な
推
進
」、「
新
た
な

文
化
施
設
の
構
想
の
取
り

ま
と
め
」、「
鳥
取
城
跡
周

辺
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け

た
施
策
展
開
」
な
ど
、
10

年
後
、
20
年
後
を
見
据

え
、
本
市
が
多
く
の
皆
様

か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
で
あ

り
続
け
る
た
め
進
め
て
い

る
「
未
来
へ
の
投
資
」
に

し
っ
か
り
と
道
筋
を
つ
け

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

上
杉
　
栄
一
（
会
派
新
生
）

市
長
の
政
策
公
約
の
取

組
に
つ
い
て

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。　一般質問（各個質問）

米
村
　
京
子
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

本
市
の
企
業
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

岡
田
　
信
俊
（
会
派
新
生
）

中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
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問 

令
和
６
年
度
鳥
取
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料

高
影
響
調
査
」
で
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
高
を

す
べ
て
販
売
価
格
へ
転
嫁

で
き
て
い
る
企
業
は
全
体

の
11
・
９
％
で
中
小
企
業

に
と
っ
て
非
常
に
高
い

ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
。
市
長

の
現
状
認
識
を
問
う
。
ま

た
、
本
市
の
各
種
支
援
事

業
を
地
域
の
中
小
企
業
に

周
知
し
て
い
く
た
め
に

は
、
今
以
上
の
広
報
が
必

要
で
あ
る
。
市
長
の
見
解

を
問
う
。

答 

（
市
長
）
帝
国
デ
ー
タ

バ
ン
ク
が
国
内
企
業
に
対

し
本
年
７
月
に
行
っ
た

「
価
格
転
嫁
に
関
す
る
実

態
調
査
」
で
は
、
コ
ス

ト
上
昇
分
を
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
た
割
合
を
示
す

「
価
格
転
嫁
率
」
は
39
・

４
％
で
、
価
格
転
嫁
が
ま

だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
状

況
が
う
か
が
え
る
。ま
た
、

本
市
の
経
済
団
体
か
ら
も

「
１
０
０
％
価
格
転
嫁
で

き
て
い
る
企
業
は
ほ
と
ん

ど
な
い
」と
伺
っ
て
い
る
。

価
格
転
嫁
に
お
け
る
課
題

と
し
て
、
原
材
料
費
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
費
と
比
べ
て
、

労
務
費
の
価
格
転
嫁
が
難

し
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お

け
る
階
層
が
深
く
な
る
ほ

ど
、
発
注
元
企
業
と
の
価

格
交
渉
が
難
し
く
な
る
こ

と
、
値
上
げ
に
よ
っ
て
既

存
の
取
引
先
や
顧
客
を
失

う
こ
と
を
恐
れ
、
交
渉
そ

の
も
の
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し

て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

商
工
関
連
支
援
制
度
な

ど
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業

者
等
へ
の
訪
問
を
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
、
様
々

な
広
報
媒
体
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
、
施
策
の
周
知
に

努
め
て
い
く
。

勝
田
　
鮮
二
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

産
業
振
興
に
関
連
し
て

（
価
格
転
嫁
と
支
援
事
業
）

問 

本
市
に
関
わ
る
広
域

的
な
災
害
は
、
い
つ
起
こ

る
と
も
限
ら
な
い
。
災

害
廃
棄
物
の
処
理
計
画
に

つ
い
て
は
、
鳥
取
県
東
部

広
域
行
政
管
理
組
合
に
属

す
る
本
市
と
４
町
の
各
自

治
体
が
個
々
に
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
災
害
ご
み
の
処

理
方
針
を
基
に
し
た
、
近

隣
自
治
体
と
の
今
後
の
調

整
の
仕
方
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
令
和
７
年
３

月
に
東
部
圏
域
の
す
べ
て

の
自
治
体
で
、
災
害
廃
棄

物
処
理
計
画
が
策
定
さ
れ

た
の
で
、
ま
ず
は
、
４
町

の
意
向
を
確
認
し
、
各
市

町
の
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
１

市
４
町
と
東
部
広
域
行
政

管
理
組
合
で
連
携
し
た
災

害
廃
棄
物
の
処
理
方
法

や
支
援
体
制
な
ど
に
向
け

て
、
協
議
・
調
整
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 加

嶋
　
辰
史
（
開
政
）

市
と
町
、
そ
し
て
組
合
。
前
人
未
踏

の
協
力
体
制
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か

問 

児
童
虐
待
の
動
機
を

調
べ
る
と
、
し
つ
け
の
つ

も
り
で
暴
力
を
振
る
っ
た

り
、暴
言
を
吐
く
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
身
体
・
精
神

的
虐
待
と
な
っ
た
こ
と
や
、

育
児
の
方
法
が
分
か
ら
な

く
て
不
安
を
抱
え
て
い
る

親
が
多
い
な
ど
の
課
題
が

あ
っ
た
。
保
護
者
が
虐
待

を
す
る
に
至
ら
な
い
た
め

に
は
、
子
育
て
支
援
と
家

庭
教
育
の
推
進
が
必
要
と

考
え
る
。
本
市
と
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
な
の
か
所
見
を
問

う
。

答 

（
市
長
）
妊
娠
・
出
産
、

子
育
て
期
に
お
い
て
、
家

族
が
抱
え
て
い
る
生
活
上

の
困
難
や
つ
ら
さ
を
理
解

し
、
保
護
者
の
心
情
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
発
生
予

防
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子

ど
も
の
自
立
に
至
る
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
関
係
機
関
や
地
域

と
連
携
し
、
継
続
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
、
義
務

教
育
学
校
、
保
育
園
等
に

お
け
る
「
子
育
て
親
育
ち

講
座
」
な
ど
に
、
よ
り
多

く
の
方
が
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
効
果
的
な

周
知
や
取
組
の
工
夫
を
図

り
、
家
庭
教
育
力
の
向
上

や
親
同
士
の
つ
な
が
り
づ

く
り
な
ど
、
さ
ら
な
る
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

岡
田
　
　
実
（
無
所
属
）

児
童
虐
待
の
予
防
に
つ

い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　 一般質問（各個質問）　

鹿野・吉岡断層被害想定項目

約7,700全壊棟数
揺れ建物被害

約12,000半壊棟数

約5,500焼失棟数火災冬の18時を想定

約1.27兆円（建物、家財等の直接被害額）被害額

令和7年 9月定例会一般質問 議場配布資料①開政 加嶋辰史
出典：鳥取県危機管理局危機管理政策課 発行『鳥取県震災対策アクションプラン』より抜粋 作成
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問 

歴
史
的
な
事
実
を
風

化
さ
せ
な
い
工
夫
に
記
念

日
の
制
定
が
あ
る
。
市
民

に
歴
史
の
本
質
を
伝
え
る

重
要
な
機
会
と
し
て
鳥
取

市
防
災
の
日
、
鳥
取
県
民

の
日
、
鳥
取
市
市
制
施
行

日
が
あ
る
が
記
念
日
に
は

ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る

の
か
。
さ
ら
に
、
本
年
は

戦
後
80
年
で
あ
る
。
戦
争

体
験
者
が
高
齢
化
す
る

中
、
平
和
の
大
切
さ
、
体

験
者
の
知
る
事
実
と
思
い

を
次
世
代
に
伝
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
市
長
の
考
え
を

問
う
。

答 

（
市
長
）
記
念
日
に

は
、
そ
の
日
に
あ
っ
た

歴
史
や
出
来
事
を
思
い
起

こ
し
、
共
有
し
合
い
、

後
世
へ
と
語
り
継
い
で
い

く
き
っ
か
け
を
与
え
る
と

い
っ
た
意
義
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

戦
争
体
験
者
の
高
齢
化

に
よ
り
、
今
後
、
戦
争
に

関
す
る
直
接
の
証
言
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
機
会
は

さ
ら
に
失
わ
れ
て
い
く
こ

と
か
ら
、
平
和
の
大
切
さ

を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く

こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

戦
時
中
を
過
ご
さ
れ
た

方
々
の
証
言
や
体
験
談

は
、
平
和
の
尊
さ
を
次
世

代
に
伝
え
て
い
く
上
で
大

変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

こ
う
い
っ
た
証
言
や
体
験

談
が
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
本
市
に
お

い
て
も
、
引
き
続
き
、
平

和
に
関
す
る
継
続
し
た
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

太
田
　
　
緣
（
無
所
属
）

歴
史
的
事
実
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
次
世
代
へ
伝
え
よ
う

問 

も
ち
が
せ
の
流
し
び

な
は
、
旧
暦
の
３
月
３
日

に
行
わ
れ
る
女
児
の
節
供

行
事
で
、
無
病
息
災
や
自

ら
の
無
事
な
成
長
を
祈
願

す
る
情
緒
豊
か
な
伝
統
あ

る
民
俗
行
事
で
あ
る
。
文

化
庁
は
「
記
録
作
成
等
の

措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の

民
俗
文
化
財
」
と
し
て
、

令
和
３
年
１
月
に
答
申
し

て
、
３
月
に
官
報
告
示
を

行
っ
た
。
本
市
の
国
文
化

財
指
定
を
受
け
る
た
め
の

調
査
・
記
録
の
進
捗
状
況

を
尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
も
ち
が
せ

の
流
し
び
な
に
つ
い
て

は
、「
記
録
作
成
等
の
措

置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

俗
文
化
財
」
と
し
て
令
和

３
年
３
月
11
日
に
国
の
選

択
を
受
け
て
お
り
、
無
形

民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定

を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

国
指
定
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
文
化
財
価
値
の
裏
付

け
と
な
る
学
術
調
査
が
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
、
調
査
方
針
の
検
討

や
文
献
資
料
の
収
集
な
ど

基
礎
的
な
作
業
を
進
め
て

き
た
が
、
令
和
７
年
度
よ

り
、
文
化
庁
に
職
員
が
出

張
し
て
指
導
を
受
け
る
な

ど
、
具
体
的
な
調
査
事
業

の
立
ち
上
げ
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

今
後
、
国
と
調
査
の
方

針
や
体
制
、
補
助
事
業
と

し
て
の
採
択
な
ど
に
つ
い

て
調
整
を
進
め
、
早
け
れ

ば
令
和
８
年
度
よ
り
調
査

に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

西
村
紳
一
郎
（
会
派
新
生
）

も
ち
が
せ
の
流
し
び
な
行
事
の

国
指
定
文
化
財
登
録
に
つ
い
て

問 

市
道
は
、
住
民
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
存
在
で
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
道
路
法
、
道
路
構

造
令
に
基
づ
き
所
管
自
治

体
が
整
備
、
管
理
す
る
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市

の
市
道
は
、国
道
、県
道
、

農
道
等
を
つ
な
ぐ
役
割
、

集
落
機
能
の
維
持
の
ほ
か

第
一
次
産
業
振
興
機
能
も

持
っ
て
い
る
が
、
改
め
て

本
市
中
山
間
地
域
の
市
道

の
役
割
と
そ
の
重
要
性
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
中
山
間
地
域

の
市
道
は
、
地
域
住
民
の

生
活
基
盤
と
し
て
、通
勤
・

通
学
や
医
療
・
買
い
物
等

の
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

に
不
可
欠
で
あ
る
と
と
も

に
、
農
作
物
の
生
産
・
出

荷
、資
材
の
運
搬
を
支
え
、

農
業
振
興
や
地
域
経
済
の

維
持
・
発
展
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
避

難
路
や
支
援
活
動
の
経
路

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

う
な
ど
、
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
守
る
う
え
で
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

西
尾
　
彰
仁
（
会
派
新
生
）

本
市
中
山
間
地
域
の
安
全
で
安
心

な
通
行
（
市
道
）の
確
保
に
向
け
て

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。　一般質問（各個質問）
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問 

子
ど
も
の
大
学
進
学

に
伴
い
、
保
護
者
は
多
額

の
費
用
負
担
が
伴
う
。
私

は
、
以
前
か
ら
学
生
の
流

出
超
過
は
、
仕
送
り
費
用

の
超
過
で
あ
り
、
本
市

の
資
金
が
流
出
し
、
地
域

の
経
済
循
環
の
マ
イ
ナ
ス

要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
本
市
へ
の
学
生
数
の

増
加
を
図
り
、
仕
送
り
に

伴
う
地
域
で
の
資
金
収
支

を
黒
字
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
教
育
施
設
の
誘
致
は

有
効
な
施
策
で
あ
る
と
考

え
る
が
市
長
の
考
え
を
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
大
学
進
学
に

伴
う
学
生
の
市
外
へ
の
流

出
は
、
大
学
が
都
市
部
に

偏
在
し
て
い
る
こ
と
が
要

因
の
一
つ
と
考
え
て
お

り
、
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
の
市
内
へ
の
誘
致

は
、
若
者
定
住
の
推
進
や

経
済
の
好
循
環
を
図
る
上

で
、
有
効
な
手
段
の
一
つ

と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
は
、
県
を
通
じ
て

国
に
対
し
、
魅
力
あ
る
地

方
大
学
の
創
出
や
東
京
圏

の
大
学
等
の
地
方
へ
の
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の

設
置
を
推
進
す
る
よ
う
要

望
し
て
お
り
、
ま
た
、
全

国
市
長
会
で
も
地
方
の
教

育
環
境
の
充
実
に
向
け
、

大
学
の
地
方
移
転
の
推
進

や
若
者
に
と
っ
て
魅
力
的

な
地
方
大
学
の
創
出
を
図

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
様
々
な
機

会
を
と
ら
え
て
、
本
市
の

高
等
教
育
の
充
実
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
る
。

砂
田
　
典
男
（
会
派
新
生
）

教
育
施
設
誘
致
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

問 

青
谷
町
の
道
路
遺
構

古
代
山
陰
道
に
つ
い
て
県

と
市
で
調
査
研
究
を
行
っ

て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
な

取
組
を
進
め
て
き
た
の
か

問
う
。
ま
た
、
青
谷
上
寺

地
遺
跡
、
並
び
に
、
青
谷

か
み
じ
ち
史
跡
公
園
、
そ

し
て
こ
の
た
び
見
つ
か
っ

た
古
代
山
陰
道
は
、
本
市

は
も
と
よ
り
、
地
元
の
青

谷
町
、
ま
た
、
西
地
域
の

宝
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

守
り
、
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
組
を

問
う
。

答 

（
教
育
長
）
平
成
23
・

24
年
度
に
青
谷
上
寺
地
遺

跡
で
初
め
て
道
路
遺
構
が

確
認
さ
れ
た
後
、
青
谷
地

域
の
発
掘
調
査
で
も
同
様

の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
県
と
市
は
調
査

を
行
い
、
青
谷
地
域
の
東

側
丘
陵
上
で
は
大
規
模
な

切
通
や
日
本
初
の
つ
づ
ら

折
り
の
道
路
遺
構
を
確
認

し
、
青
谷
町
善
田
で
は

葉
や
枝
を
利
用
し
た
道
路

遺
構
を
確
認
し
た
。
見
つ

か
っ
た
道
路
遺
構
は
残
り

が
よ
く
、
古
代
の
官
道
を

考
え
る
上
で
非
常
に
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
研
究

者
か
ら
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成

果
を
基
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
を
県
と
共
同
で
開
催

し
、
遺
跡
の
価
値
や
重
要

性
に
つ
い
て
広
く
市
民
に

Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

青
谷
上
寺
地
遺
跡
内
で

見
つ
か
っ
た
古
代
山
陰
道

に
つ
い
て
は
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
史
跡
公
園
整
備

の
中
で
、
古
代
山
陰
道
の

復
元
や
こ
れ
ま
で
の
調
査

で
わ
か
っ
た
柳
並
木
な
ど

の
植
栽
整
備
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
遺

跡
の
価
値
や
重
要
性
が
極

め
て
高
い
こ
と
か
ら
文
化

庁
の
指
定
相
当
の
埋
蔵
文

化
財
リ
ス
ト
に
も
登
載
さ

れ
て
お
り
、
今
後
は
国
の

史
跡
指
定
に
向
け
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
。

加
藤
　
茂
樹
（
会
派
新
生
）

青
谷
町
の
道
路
遺
構

古
代
山
陰
道
に
つ
い
て

問 

県
西
部
で
の
風
力
発

電
計
画
に
つ
い
て
、
事
業

者
か
ら
計
画
変
更
の
事

前
相
談
も
な
く
、
不
信

感
を
持
っ
た
等
の
理
由

で
、
江
府
町
長
が
反
対
表

明
し
た
。
同
事
業
者
は
鳥

取
市
内
で
も
計
画
し
て
い

る
が
、
本
市
へ
の
説
明
が

あ
っ
た
の
か
。
あ
っ
た
の

な
ら
ば
、
そ
の
時
期
及
び

計
画
内
容
を
尋
ね
る
。
ま

た
、
儲
け
の
た
め
に
環
境

を
壊
し
て
ま
で
大
型
風
車

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の

か
ど
う
か
所
見
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
令
和
７
年
３

月
に
、
本
市
で
大
型
風
力

発
電
事
業
を
進
め
て
い
る

事
業
者
か
ら
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法

の
事
前
周
知
制
度
に
よ
る

住
民
説
明
会
の
開
催
要
件

や
、
森
林
法
に
よ
る
保
安

林
解
除
の
手
続
き
に
つ
い

て
の
相
談
が
あ
っ
た
。 

　

そ
の
際
に
、
風
力
発
電

施
設
の
風
車
の
大
型
化
に

よ
る
事
業
の
変
更
や
、
風

車
の
設
置
場
所
の
選
定
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
旨

の
説
明
を
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
に
係
る
、
環

境
影
響
評
価
方
法
書
の

「
環
境
保
全
の
見
地
か
ら

の
鳥
取
県
知
事
意
見
」
に

よ
れ
ば
、
森
林
伐
採
を
伴

う
大
規
模
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
設
の
整
備
は
、

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域

や
土
砂
災
害
特
別
地
域
の

ほ
か
、
水
源
涵
養
保
安

林
等
の
区
域
が
含
ま
れ
て

お
り
、
風
力
発
電
機
器
及

び
管
理
用
道
路
等
の
附
帯

設
備
の
配
置
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
区

域
が
改
変
さ
れ
る
こ
と
が

無
い
よ
う
な
位
置
で
検
討

す
る
こ
と
」
と
示
さ
れ
て

い
る
。 

　

本
市
と
し
て
も
、
知
事

意
見
を
踏
ま
え
た
事
業
を

行
う
よ
う
事
業
者
に
要
請

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

伊
藤
　
幾
子
（
日
本
共
産
党
）

環
境
破
壊
の
大
型
風
車

は
い
ら
な
い
!!

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　 一般質問（各個質問）　
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問 

中
山
間
地
域
は
、
新

市
域
だ
け
で
な
く
、
旧
市

域
に
も
多
く
あ
る
。
令

和
８
年
度
か
ら
５
年
間

の
新
た
な
中
山
間
地
域
対

策
強
化
方
針
に
取
り
組
ま

れ
る
が
、
多
く
の
課
題
解

決
に
向
け
ど
の
よ
う
な
強

化
策
を
考
え
て
い
る
の
か

尋
ね
る
。
ま
た
、
中
山
間

地
域
の
強
化
方
針
に
つ
い

て
は
、
単
な
る
計
画
に
終

わ
ら
ず
、
実
施
に
よ
る
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
今
後
の
推
進
体

制
と
取
組
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
次
の
強
化
方

針
で
は
、
現
在
の
方
針
の

４
つ
の
柱
を
中
心
に
、
第

12
次
総
合
計
画
や
第
３
期

創
生
総
合
戦
略
に
中
山
間

地
域
対
策
を
位
置
付
け
、

引
き
続
き
、
生
活
交
通
や

買
物
環
境
の
確
保
、
魅
力

あ
る
地
域
資
源
や
伝
統
文

化
を
活
用
し
た
活
性
化
に

取
り
組
み
、
移
住
定
住
促

進
や
関
係
人
口
の
創
出
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
も
注
力

し
、
快
適
で
暮
ら
し
や
す

い
魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。 　

　

本
市
で
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
中
山
間
地
域
に
お

け
る
諸
課
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
「
輝
く
中
山
間

部
長
連
絡
調
整
会
議
」
を

発
足
し
、
部
局
を
横
断
し

て
オ
ー
ル
鳥
取
市
で
中
山

間
地
域
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
令
和
７
年
度
は
、

各
総
合
支
所
が
地
域
住
民

の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て

策
定
し
た
「
地
域
未
来
プ

ラ
ン
」
と
各
部
局
の
重
点

事
業
を
中
心
に
、
現
状
や

課
題
、
今
年
度
事
業
を
共

有
し
連
携
し
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
重
点
事
業
は

次
期
総
合
計
画
に
位
置
付

け
、
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
。

寺
坂
　
寛
夫
（
会
派
新
生
）

中
山
間
地
域
対
策
強
化

方
針
に
つ
い
て

問 

現
在
、
が
ん
治
療
に

伴
う
脱
毛
の
医
療
用
ウ

イ
ッ
グ
の
購
入
費
用
助
成

は
あ
る
が
、
重
度
の
脱
毛

症
患
者
へ
の
助
成
は
な

い
。
疾
病
に
よ
る
外
見
の

変
化
は
多
大
な
心
理
的
苦

痛
と
な
り
、
生
活
の
質
に

大
き
く
影
響
す
る
。
が
ん

患
者
以
外
の
先
天
性
を
含

む
重
症
の
脱
毛
症
患
者
に

対
し
て
も
、
医
療
用
ウ

イ
ッ
グ
の
購
入
費
用
助
成

が
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
疾
病
等
に
よ

る
外
見
の
変
化
は
、
心
理

的
な
負
担
や
社
会
生
活
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
。
ま

た
、
脱
毛
症
に
よ
る
医
療

用
ウ
イ
ッ
グ
の
購
入
費
用

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
健
康
保
険
の
適
用
外
と

な
っ
て
お
り
、
経
済
的
な

負
担
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
推
察
し
て
い
る
。 

　

が
ん
患
者
以
外
の
疾
病

等
に
よ
る
脱
毛
症
の
方
へ

の
ウ
イ
ッ
グ
購
入
費
用
の

助
成
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
、
医
療
機
関
等
の
専
門

機
関
か
ら
実
態
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
相
談
体
制

や
必
要
な
支
援
に
つ
い
て

他
都
市
の
取
組
・
実
績
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

谷
口
　
明
子
（
公
明
党
）

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
購
入
助

成
の
対
象
拡
大
に
つ
い
て

問 

公
共
施
設
が
更
新
期

を
迎
え
る
一
方
、
人
口
減

少
に
伴
い
予
算
の
縮
小
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
建
て

替
え
や
統
廃
合
に
加
え
、

こ
れ
ま
で
県
市
が
単
独
で

整
備
を
し
て
き
た
施
設

を
、
県
市
共
同
で
整
備

を
進
め
る
ケ
ー
ス
が
全
国

で
増
え
て
い
る
。
現
在
検

討
中
の
文
化
施
設
や
市
民

ニ
ー
ズ
の
高
い
屋
内
遊
び

場
を
県
市
共
同
で
整
備
す

る
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
有
効
な
使
い
方
と
考

え
る
が
、
本
市
の
見
解
を

問
う
。

答 

（
市
長
）
県
市
共
同
で

施
設
を
整
備
す
る
こ
と

は
、
建
設
に
係
る
工
事
費

や
、
開
設
後
の
維
持
管
理

費
な
ど
の
経
費
を
相
互
に

負
担
す
る
こ
と
で
費
用
負

担
の
縮
減
に
つ
な
が
り
、

行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
一
方
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
所

有
し
て
い
る
施
設
ご
と

に
、
改
修
計
画
や
老
朽
化

の
度
合
い
が
異
な
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
施
設
の

目
的
、対
象
、そ
の
意
義
、

必
要
性
、
費
用
負
担
、
財

源
確
保
や
財
政
状
況
、
優

先
度
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
、
調
整
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。ま
ず
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
、
老

朽
化
が
著
し
い
４
つ
の
市

有
文
化
施
設
の
再
編
統
合

を
最
優
先
に
考
え
な
が

ら
、
そ
の
上
で
ど
の
よ
う

な
連
携
が
で
き
る
の
か
、

県
と
の
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。
遊
び
場
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
は
県
・
市

共
同
整
備
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
、
市
民
・
県

民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
共
同
整
備
が
必
要

と
な
っ
た
際
に
は
県
と
ス

ム
ー
ズ
に
連
携
が
で
き
る

よ
う
、
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

柳
　
　
大
地
（
無
所
属
）

県
市
連
動
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。　一般質問（各個質問）
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一般質問（各個質問）　

問 

中
山
間
地
域
で
の
訪

問
介
護
事
業
所
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
、
危
機
的
状
況

に
あ
る
。
本
市
が
行
っ
た

介
護
人
材
実
態
調
査
で

も
、
人
手
不
足
と
遠
距
離

を
理
由
に
、
要
望
を
断
っ

て
い
る
事
例
が
確
認
で
き

た
。
介
護
現
場
は
、
利

用
者
の
要
望
に
応
え
る
に

は
、「
人
員
を
増
や
す
」

「
事
業
所
が
赤
字
に
な
ら

な
い
」
支
援
を
求
め
て
い

る
。
早
急
に
市
独
自
に
支

援
を
行
い
、
要
望
に
応
え

る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

を
問
う
。

答 

（
市
長
）
現
在
、
本
市

独
自
の
訪
問
介
護
の
支
援

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

な
い
が
、
訪
問
介
護
を
は

じ
め
、
介
護
分
野
の
人
材

確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
国
で
は
、
令
和
６
年

度
に
介
護
人
材
確
保
等
に

向
け
た
総
合
対
策
が
実
施

さ
れ
、介
護
職
員
の
確
保
・

定
着
等
に
つ
な
げ
る
取
組

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
で
は
令
和
７

年
度
の
６
月
補
正
に
お
い

て
、
訪
問
介
護
等
サ
ー
ビ

ス
の
支
援
と
し
て
、「
鳥

取
県
訪
問
介
護
等
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
確
保
支
援
事

業
補
助
制
度
」
を
新
た
に

創
設
さ
れ
た
。
こ
の
補
助

制
度
は
、
訪
問
介
護
等
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

地
域
に
お
い
て
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
経
験
年
数
が
短
い

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
へ
の

同
行
支
援
の
経
費
を
補
助

す
る
も
の
で
あ
り
、
本
市

と
し
て
も
市
内
の
訪
問
介

護
等
事
業
者
に
制
度
の
周

知
を
図
り
、
活
用
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

金
田
　
靖
典
（
日
本
共
産
党
）

訪
問
介
護
事
業

要
望
に
応
え
支
援
を

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　

問 

鳥
取
市
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
民
間
事
業
者
の

参
入
が
見
込
め
な
い
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
介

護
保
険
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
し
っ
か
り
事
業
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
利
用
者
の
確
保

や
経
営
基
盤
の
安
定
に
向

け
た
取
組
が
必
要
と
の
こ

と
だ
が
、
鳥
取
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
し
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う

と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

（
市
長
）
鳥
取
市
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
全
て
の

人
が
、
い
つ
ま
で
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ

く
り
（
地
域
共
生
社
会
の

実
現
）
を
目
指
し
、
全
て

の
地
域
で
等
し
く
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
事
業
の
継
続
に
努

め
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
責
務
と
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
た
め
、
利
用
者
に

寄
り
添
い
、
地
域
に
密
着

し
た
鳥
取
市
社
会
福
祉
協

議
会
な
ら
で
は
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
、
ま

た
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
再
編
や
通
所
介
護
事

業
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
へ
の
移
行
、
制
度
改
正

や
ニ
ー
ズ
、
環
境
の
変
化

に
即
応
し
た
組
織
体
制
の

再
編
の
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
経
営
基
盤
の

安
定
を
図
っ
て
い
か
れ
る

と
伺
っ
て
い
る
。

中
山
　
明
保
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
け
る
介
護
事
業
に
つ
い
て

問 

高
齢
者
の
大
半
が
関

わ
る
医
療
と
介
護
の
現
状

に
つ
い
て
、
内
科
診
療
所

の
減
少
・
介
護
施
設
の
人

材
不
足
問
題
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

医
療
介
護
連
携
は
一
層
重

要
と
な
り
、
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
か
つ
効
果
的
に

活
用
す
べ
き
と
思
う
。
そ

こ
で
新
し
い
取
組
、
考
え

方
と
し
て
「
※
Ａ
Ｃ
Ｐ

ノ
ー
ト
」
の
啓
発
や
「
新

し
い
認
知
症
観
」
の
普
及

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
取
組
を
問
う
。

答 

（
福
祉
部
長
）「
Ａ
Ｃ

Ｐ
ノ
ー
ト
」
は
、
人
生
の

最
終
段
階
に
備
え
て
、
自

分
の
思
い
や
考
え
を
、
家

族
、
親
し
い
人
、
医
療
機

関
や
福
祉
の
関
係
者
な
ど

と
一
緒
に
話
し
合
い
、
書

き
と
め
て
お
く
も
の
で
、

高
齢
者
や
関
係
者
向
け
の

研
修
・
講
演
会
等
に
加
え
、

「
親
と
子
で
向
き
合
う
Ａ

Ｃ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

す
る
と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

ま
た
、「
新
し
い
認
知

症
観
」
の
周
知
・
啓
発
を

進
め
、
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

を
自
分
事
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

認
知
症
本
人
を
お
招
き
し

て
の
「
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
開
催
、
認
知
症
本

人
や
そ
の
家
族
を
見
守
る

「
応
援
者
」
と
し
て
自
分

の
で
き
る
範
囲
の
活
動
を

行
う
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
す
る
講
座

な
ど
を
学
校
・
地
域
・
企

業
向
け
に
実
施
し
て
、
認

知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
や
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。

※
Ａ
Ｃ
Ｐ
︵
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
︶

人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
に
つ
い
て
、
本
人
が
家
族
等

や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
と
繰
り
返

し
話
し
合
う
取
組

足
立
　
考
史
（
無
所
属
）

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で

の
医
療
と
介
護
に
つ
い
て
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問 

地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
た
生
活

様
式
で
多
様
な
地
域
の

景
観
が
形
成
さ
れ
、
住
む

こ
と
の
誇
り
を
感
じ
て
い

る
。
商
用
で
建
築
さ
れ
る

集
合
住
宅
の
場
合
、
周
辺

環
境
と
の
調
整
は
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。
地
域
の
住

環
境
や
個
性
あ
る
景
観
を

保
全
す
る
た
め
に
、
区
域

を
限
定
し
た
建
築
物
に
対

す
る
具
体
的
な
施
策
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

個
人
住
宅
や
集
合
住
宅
の

新
築
等
に
お
け
る
近
隣
住

宅
と
の
調
和
を
図
る
施
策

と
し
て
、住
民
主
体
の「
ま

ち
づ
く
り
協
定
」
に
よ
る

取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

協
定
で
は
、
多
様
な
価

値
観
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

建
物
等
に
関
す
る
ル
ー
ル

を
定
め
、
協
働
し
て
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
鹿
野
城
下
町
で
は
、

屋
根
の
形
状
や
壁
面
の
位

置
、
垣
や
柵
の
構
造
、
自

動
販
売
機
や
屋
外
空
調
機

に
木
製
の
囲
い
を
設
け
る

な
ど
、
き
め
細
か
な
ル
ー

ル
を
定
め
、
住
環
境
の
調

和
や
地
域
固
有
の
「
街
な

み
景
観
」
の
整
備
・
保
全

が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
先
駆
的
な
取

組
を
広
く
周
知
し
、「
街

な
み
景
観
」
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
で
、
市
内
各

地
域
で
、
個
性
あ
る
優
れ

た
景
観
や
良
好
な
住
環
境

の
保
全
意
識
が
醸
成
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

魚
﨑
　
　
勇
（
会
派
新
生
）

地
域
景
観
の
形
成
に

つ
い
て

問 

空
き
家
の
多
く
は
、

家
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
、
生
前
の
話
合
い
を
持

た
な
か
っ
た
場
合
が
多

い
。
対
策
ツ
ー
ル
で
あ
る

「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
、

所
有
者
が
元
気
な
う
ち

に
家
族
で
家
の
活
用
・
処

分
方
針
を
共
有
す
る
こ
と

が
、
空
き
家
の
発
生
防
止

に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る

が
、
認
知
度
が
低
く
十
分

な
活
用
に
至
っ
て
い
な

い
。
市
民
へ
の
普
及
啓
発

と
活
用
促
進
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答 

（
市
長
）「
住
ま
い
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

は
、
持
ち
家
を
所
有
す
る

方
や
そ
の
ご
家
族
が
、
紙

媒
体
や
電
子
デ
ー
タ
で
長

く
保
存
し
、
必
要
な
時
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、

利
活
用
、
管
理
、
処
分

な
ど
空
き
家
に
関
す
る
各

種
手
続
き
や
相
談
窓
口
を

は
じ
め
、
補
助
制
度
や
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
の
紹
介

な
ど
、
所
有
者
が
自
ら
空

き
家
に
つ
い
て
考
え
る
一

助
と
な
る
情
報
を
ま
と
め

た
、「
鳥
取
市
空
き
家
の

手
引
き
」
を
作
成
し
、
窓

口
で
配
布
を
し
て
い
る
。

現
在
、
電
子
化
も
進
め
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と

手
引
き
を
あ
わ
せ
て
周
知

す
る
と
と
も
に
、
本
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
市
報

な
ど
身
近
な
媒
体
で
情
報

提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

※
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
:
放
置
空
き
家
の
防
止
を
目
的

に
、
住
ま
い
を
お
持
ち
の
方
の
意

向
を
相
続
さ
れ
る
方
へ
伝
え
、
判

断
を
し
や
す
く
す
る
た
め
の
情
報

を
記
入
す
る
も
の
。

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

空
き
家
の
発
生
防
止
に「
※
住
ま
い
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」の
活
用
を

問 

日
本
人
の
２
人
に
１

人
が
、
が
ん
に
か
か
る
と

さ
れ
て
お
り
、
が
ん
は
死

因
の
１
位
と
な
っ
て
い

る
。
早
期
発
見
早
期
治
療

を
行
う
こ
と
は
市
民
の
健

康
と
命
を
守
り
、
社
会
保

障
費
の
削
減
に
も
つ
な
が

る
。
が
ん
は
早
期
に
発
見

で
き
れ
ば
、
治
療
の
選
択

肢
も
広
が
り
、
寛
解
で
き

る
可
能
性
も
高
く
な
る
。

が
ん
検
診
の
啓
発
の
具
体

的
な
取
組
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
ウ
ェ
ブ
予

約
、
休
日
検
診
、
子
連
れ

検
診
の
実
施
な
ど
検
診
を

受
け
や
す
い
環
境
整
備
や

地
域
、
企
業
、
関
係
機
関

等
と
一
緒
に
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
、
症
状
が
な
い
段

階
で
が
ん
を
早
期
に
発
見

し
、
治
療
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
令
和
７
年
度
は
、
新

た
な
取
組
と
し
て
、
９
月

の
が
ん
征
圧
月
間
に
あ
わ

せ
て
、
全
国
健
康
保
険
協

会
と
連
携
し
て
企
業
等
を

訪
問
し
、
社
員
や
そ
の
ご

家
族
の
が
ん
検
診
の
重
要

性
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明

し
、
が
ん
検
診
受
診
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
が
ん
の
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
が
ん
検

診
を
定
期
的
に
受
診
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、地
域
、

企
業
、
関
係
機
関
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
普
及
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

が
ん
検
診
に
つ
い
て

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。　一般質問（各個質問）
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問 

次
代
の
子
ど
も
達
の

た
め
の
豊
か
な
教
育
環
境

整
備
は
大
人
の
責
務
で
あ

る
。
校
区
再
編
は
教
育
効

果
を
期
待
す
る
声
と
地
域

崩
壊
に
つ
な
が
る
不
安
が

交
錯
し
て
い
る
が
、
今
後

ど
う
取
り
組
む
の
か
。
ま

た
、
学
び
の
多
様
化
学
校

と
い
う
不
登
校
児
童
生
徒

の
た
め
の
文
部
科
学
省
指

定
の
制
度
が
あ
る
。
校
区

再
編
に
よ
り
未
使
用
と

な
っ
た
施
設
の
活
用
も
視

野
に
、
こ
の
多
様
化
学
校

の
設
置
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答 

（
教
育
長
）
次
代
を
担

う
子
ど
も
達
に
よ
り
よ
い

教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
は
、
教
育
委
員
会
の
責

務
で
あ
り
、
大
人
社
会
の

使
命
で
あ
る
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
最
優
先
す
る
の

は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

「
互
い
に
学
び
合
い
、
高

め
合
え
る
」
教
育
環
境
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
た
、
学
校
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
お
い

て
、
大
切
な
役
割
や
機
能

を
有
し
、
様
々
な
交
流
の

拠
点
で
も
あ
る
。「
鳥
取

市
立
学
校
適
正
規
模
・
適

正
配
置
基
本
方
針
」
を
も

と
に
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
住
民
の
ご
意
見
を
伺

い
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
校
区
再
編
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

本
市
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
達
の
た
め
に
、
し
っ

か
り
と
将
来
を
見
据
え
た

議
論
が
進
む
よ
う
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
引
き

続
き
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

「
学
び
の
多
様
化
学

校
」の
設
置
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
不
登
校
児
童
生
徒

の
実
情
を
踏
ま
え
、今
後
、

他
県
や
他
市
町
村
の
取
組

を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

吉
野
　
恭
介
（
会
派
新
生
）

校
区
再
編
で
豊
か
な

教
育
を

請願者・陳情者の意見陳述の実施について請願者・陳情者の意見陳述の実施について
　請願書及び陳情書の提出者が、議会に提出するに至った経緯や趣旨を、議員に直接説明したいという求めに応
えるため、提出者が希望する場合、意見陳述会を行うことができる制度を設けています。意見陳述希望者は、事
前に申出書を提出する必要があります。

※請願・陳情とは？
　皆さんが日頃考えているご意見やご要望を市議会に対して文書（請願書、陳情書）で提出することができます。
請願書を提出するときは、鳥取市議会議員１名以上の紹介が必要です。陳情書の場合は、議員の紹介は必要あり
ません。
　請願書、陳情書ともに、議会定例会開会日前日の午後５時まで（土日・祝日を除く）に提出されたものを、その
議会（原則として定例会）で審査します。
　意見陳述を希望する場合の申出書提出期限は、定例会開会日のおおむね１週間前に開催される
議会運営委員会の前日（休日を除く）の正午までです。 請願・陳情の詳しい内容はこちら➡

四市議会議員研修会を実施しました四市議会議員研修会を実施しました
　令和７年８月１日米子市で鳥取県四市議会議員研修
会が開催され、４市76名の議員が参加しました。早
稲田大学デモクラシー創造研究所招聘研究員・元大津
市議会局長の清水克士氏による「これからの地方議員
に期待されていること」の講演後、意見交換を行いま
した。　　
　清水氏の講演では、地方議会制度の法的考察、議会
改革の意義と優先順位、目指すべき議会広報の方向性
など多岐にわたる話を聞き、今後の議会活動の参考と
なる内容で大変有意義な研修となりました。

一般質問（各個質問）　本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　
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　報告

鳥取市こども未来会議が議場で開催されました鳥取市こども未来会議が議場で開催されました
　令和７年８月５日鳥取市こども未来会議が議場で開催されました。
　この取組は、本市の将来を担うこどもたちが、自ら考える鳥取市の姿について自由に意見や思いを提
案することで、議会や市政に対する関心と理解を深め、市民の一員として社会参画することで豊かな心
を育成していくことを目的として鳥取市が実施しています。本
市議会も星見議長はじめ10名の議員が参加しました。
　当日は、本市南部ブロックの小学４年生から６年生までの
児童32人がグループごとに市議会議員と意見交換（グループ
ワーク）を行い、友達からの意見や市議会議員からのアドバイ
スを受け、本市の防災やまちづくりなどについて提案内容をま
とめ、その後、議場でこども議員として市長へ提案を行いまし
た。
　こども議員からの提案はいずれも本市の将来を見据えた大変
すばらしい内容であり、本市では今後の施策や計画に反映させ
ていけるよう協議と検討が進められています。

　一関市議会では平成30年１月から議会改革を
テーマとした16〜 18項目にも及ぶ課題に取り組
んでおられ、通年議会・定数再構成・報酬改定検
討・市民参画など、多面的な改善が進められてい
る。中でも議会だよりのリニューアルや議会モニ
ターとの直接対話といった取組は、本市議会にお
いて非常に参考となるものであった。

期　日　令和７年７月23日～ 25日
視察先　岩手県盛岡市・岩手県一関市・埼玉県戸田市
内　容　議会改革の取組について

議会運営委員会視察報告議会運営委員会視察報告

記念撮影

市長への提案



14とっとり市議会だより 令和７年９月定例会号

　令和７年９月定例会の審議結果　

令和７年９月定例会の審議結果 （会期：令和７年９月１日～10月６日）
� 賛成…〇　反対…×

～９月定例会審議結果の概要～
　令和７年９月定例会を９月１日から10月６日までの36日間にわたって開催
しました。
　本定例会では、市長から36議案が提出され、28議案を全会一致、８議案を
賛成多数で可決・認定・同意しました。また、委員会提出議案が３件提出さ
れ、２件を全会一致で可決し、１件を賛成少数で否決しました。さらに、議
員提出議案が２件提出され、いずれも全会一致で可決しました。

詳しい議決結果と過去
の議決結果はこちら➡

請願・陳情の
　　ページはこちら➡

賛否状況

議決結果

会派新生 公明党 未来ネット 日本共産党 開政 無所属

星
見　

健
蔵

魚
﨑　
　

勇

西
村
紳
一
郎

岡
田　

信
俊

寺
坂　

寛
夫

砂
田　

典
男

上
杉　

栄
一

水
口　
　

誠

谷
口　

明
子

浅
野　

博
文

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

勝
田　

鮮
二

米
村　

京
子

秋
山　

智
博

長
坂　

則
翁

金
田　

靖
典

岩
永　

安
子

伊
藤　

幾
子

加
嶋　

辰
史

吉
田　

博
幸

柳　
　

大
地

岡
田　
　

実

坂
根　

政
代

雲
坂　
　

衛

足
立　

考
史

太
田　
　

緣

議
長 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議
長 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議
長 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
議
長 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議
長 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議
長 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議
長 × × × × × 欠

席 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 否決

議
長 × × × × × 欠

席 × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × × × × 不採択
議
長 × × × × × 欠

席 × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × × × × 不採択
議
長 × × × × × 欠

席 × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 × × × × 不採択
議
長 × × × × × 欠

席 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 不採択

継続審査となったもの
加齢性難聴者の補聴器購入に係る公的助成制度創設についての請
願書（令和７年請願第２号）
（理由）さらに調査・研究を要すると認められるため。
不採択となったもの
風力発電事業計画に伴う協議会の設置についての請願書（令和７年
請願第３号）
（理由）法に基づく協議会は市が事業を推進することが前提とな
るため。
防犯灯の修繕・維持管理を鳥取市が担当することについての請願
書（令和７年請願第４号）
（理由）防犯灯は町内会による維持管理が前提で設置されており
現状では困難と考えるため。
鳥取市の選挙公営制度利用状況の情報公開についての請願（令和
７年請願第５号）
（理由）情報公開制度で開示請求ができる現状において、情報公
開を進める制度への改正を求める請願趣旨が明確でないため。
消費税減税を求める意見書の提出を求める請願（令和７年請願第６号）
（理由）なし

－請願審査結果－ －陳情審査結果－
採択となったもの
「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書の提出
を求める陳情（令和７年陳情第13号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため。
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2026年
度政府予算に係る意見書の提出を求める陳情（令和７年陳情第
14号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため。
鳥取市商工会補助金の見直しに関する陳情書（令和７年陳情第
15号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため。
鳥取市市立美術館建設の陳情書（令和７年陳情第16号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため。
不採択となったもの
風力発電事業計画に伴う協議会の設置についての陳情（令和７年陳
情第10号）
（理由）市が事業を進めることが前提の協議会設置であるため。
保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらなる改善を求める
意見書提出を求める陳情（令和７年陳情第11号）
（理由）国も保育の質の向上に努めているなかで、本市としても
現状を見ながら進める必要があるため。
保育所等に対する社会福祉施設職員等退職手当共済制度の公費助
成の継続を求める意見書の提出を求める陳情（令和７年陳情第
12号）
（理由）国としても検討していくとしており、国・県・事業所に
おいて適切に判断されるべきであると考えるため。
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　令和７年９月定例会の審議結果　

令和７年９月定例会の審議結果
※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。◆賛否のわかれたもの

議
案
番
号

案　　件　　名 西
尾　

彰
仁

中
山　

明
保

加
藤　

茂
樹

吉
野　

恭
介

＜市長提出議案＞

100 令和７年度鳥取市一般会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇
102 令和７年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第1号） 〇 〇 〇 〇
104 令和７年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇
106 令和６年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について 〇 〇 〇 〇
107 令和６年度鳥取市水道事業決算認定について 〇 〇 〇 〇
115 鳥取市佐治町和紙生産伝習施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇
116 鳥取市あおや和紙工房の設置及び管理に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇
120 鳥取市立病院使用料及び手数料条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇

＜委員会提出議案＞

3 消費税減税を求める意見書の提出について × × × ×
＜請　　　　願＞

令和７年請願第３号 風力発電事業計画に伴う協議会の設置についての請願書 × × × 〇
令和７年請願第４号 防犯灯の修繕・維持管理を鳥取市が担当することについての請願書 × × × ×
令和７年請願第５号 鳥取市の選挙公営制度利用状況の情報公開についての請願 × × × ×
令和７年請願第６号 消費税減税を求める意見書の提出を求める請願 × × × ×

◆全会一致で可決・認定・同意したもの
議案番号 案　　件　　名

＜市長提出議案＞

101 令和７年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正
予算（第2号）

103 令和７年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第1号）

105 令和７年度鳥取市病院事業会計補正予算（第1号）

108 令和６年度鳥取市工業用水道事業決算認定について

109 令和６年度鳥取市下水道等事業剰余金処分及び決算認定
について

110 令和６年度鳥取市病院事業決算認定について

128 令和７年度鳥取市一般会計補正予算（第3号）

111 鳥取市市民自治推進委員会条例の一部改正について

112 鳥取市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
について

113
鳥取市職員の育児休業等に関する条例及び鳥取市現業職
員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正につい
て

114 鳥取市税条例の一部改正について

117 鳥取市地域活性化施設の設置及び管理に関する条例の一
部改正について

118 鳥取市立学校条例の一部改正について

119 鳥取市公営企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部改正について

議案番号 案　　件　　名

121 鳥取市過疎地域持続的発展計画の変更について

122 鳥取市まちなか交流広場の指定管理者の指定について

123 財産の取得について

124 財産の無償譲渡について

125 財産の無償譲渡について

126 事業契約の変更について

127 工事請負契約の変更について

129 鳥取市教育委員会委員の任命について

130 鳥取市公平委員会委員の選任について

131～
135 人権擁護委員候補者の推薦について

＜議員提出議案＞

12 決算審査特別委員会の設置について

13 刑事訴訟法の再審規定の速やかな改正を求める意見書の
提出について

＜委員会提出議案＞

1 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書の
提出について

2 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出につ
いて
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で
ご
覧
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だ
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。

※
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の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
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※
本
会
議
は
通
常
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時
に
開
会
の
予
定
で
す
。

姉妹都市との交流 (釧路市、岩国市 )姉妹都市との交流 (釧路市、岩国市 )
　令和７年８月６日に釧路市姉妹都
市等交流促進議員連盟の議員３名が
来鳥され、星見議長を表敬訪問され
ました。
　明治17年～ 18年にかけて、釧路開
拓移住のために鳥取士族が賀露港を
出帆し、入植地で鳥取村を形成しま
した。昭和24年には鳥取村は、釧路
市と合併しましたが、鳥取市と釧路
市は、開拓移住に由来する交流を積
み重ね、昭和38年10月４日に姉妹都
市提携を締結しました。
　この度の訪問では、賀露町にある
釧路開拓移民団出港之地も視察され
ました。

　鳥取市と岩国市は、1581（天正９）
年、鳥取城主であった吉川経家が羽
柴秀吉との合戦の際、自らの命と引
き換えに家来や民衆の命を救い、そ
の後、経家の子孫が代々岩国藩の家
老を務めたことが縁となり、1995（平
成７）年10月13日に姉妹都市提携を
結び、交流を続けています。
　本年は、姉妹都市提携30周年を迎
える節目であり、記念して岩国市議
会片岡勝則議長が令和７年８月15日
に来鳥され星見議長を表敬訪問され
ました。
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